


凡　例

１．本書は、2008（平成 20）年１月 19日から１月 27日まで開
催する「重要文化財公開『首里城京の内跡出土品展』－青花の
文様で観る－」の展示を補完するものとして編集・作成したも
のである。

２．本企画展は、沖縄県立埋蔵文化財センターが主催している。

３．本書に掲載されている写真・図面等の無断使用は固く禁ずる。
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　沖縄県立埋蔵文化財センター収蔵の首里城京の内跡出土の陶磁器は、国指定史

跡首里城跡の復元整備事業に伴う平成６年度（1994）～平成９年度（1997）ま

での４ヵ年間実施された京の内地区の遺構確認調査によって出土しました。

　京の内出土の陶磁器は、中国との進貢貿易、更に、中国と冊封を結んだ周辺諸

国（タイ・ベトナム・朝鮮・日本など）との交易によって琉球王国に持ち込まれ

たものと考えられています。これら出土資料の中でも倉庫跡から一括して発見さ

れた陶磁器類のうち 518 点は、14世紀中頃～ 15世紀中葉に生産された世界的に

も希少な貿易陶磁器であり、我が国の歴史上意義深く、学術的に特に価値の高い

ものとして評価され平成 12年６月 27日付けで国の重要文化財（考古資料）とし

て指定されました。

　中国との進貢・冊封関係によって周辺諸国の優れた文物が琉球王国へ流入し、

沖縄独自の歴史と文化の土台が形成され、アジア諸国との交易をとおして発展し

た琉球王国の栄華がこれら京の内資料によって推し量ることができます。

　今回の企画展は、重要文化財 518 点のうち中国陶磁器の青花（染付）に描かれ

ている文様（絵柄）に着目し、その文様（絵柄）を「花」、「植物」、「鳥類」、「獣・

動物」、「魚貝」、「象徴」の６つの項目に分類することで、文様の持つ意味や歴史

的背景について新たな視点で青花の文様を観てみました。

　この企画展をとおして、これらの陶磁器類が製作された当時の琉球を取り巻く

歴史環境などを青花の文様（絵柄）から探ることで、重要文化財「首里城京の内

跡出土陶磁器」に対する理解が深まれば幸いです。　

　平成 20年１月 19日

       沖縄県立埋蔵文化財センター

       　所　長　 　名 嘉　政 修
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平成 12 年６月 27日付けで国の重要文化財として「沖縄県首里城京の内跡

出土陶磁器 518 点」と、この陶磁器と共に出土した金属製品とガラス玉の一

括資料が指定されました。

　指定された陶磁器は、平成６年度に国営首里城公園（国指定史跡首里城跡）

内の「京の内」地区の復元整備事業に伴う遺構確認の為に実施した発掘調査で、

1459 年の失火により焼失した倉庫跡から発見されました。

  京の内の倉庫跡からは、火災により火熱を受けた多量の陶磁器類が発掘され

ました。これらの陶磁器は中国をはじめとする各国との進貢交易によっても

たらされたもので、中国産の陶磁器を主体として、次いでタイ産、ベトナム

産の順に減少し、僅かに日本産の陶磁器が含まれていました。その数量は1,162

個体を数えました。

　倉庫跡から出土した輸入陶磁器の主体となる時期は、15世紀前半～中頃と

位置付けられています。

　今回の展示は、指定された陶磁器の中から青花（元・明）の文様（絵柄）

に焦点を当ててみました。青花に描かれた絵柄について、その種類を分類し、

絵柄が持つ歴史的な意味合いや価値観などを紹介します。
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　首里城京の内跡は、正
せい

殿
でん

、南
なん

殿
でん

、北
ほく

殿
でん

、奉
ほう

神
しん

門
もん

などの政
まつり

事
ごと

（政治）を行う建物が集中する区画

の南西地区に位置し、面積は約 5,000 ㎡と考えられています。

　「京
きょう

の内
うち

」の「京」は、“霊力（セジ、シジ）”と同義語であり、その他にも神が降臨もしくは来

訪する岩山や小島（南城市斎
せー

場
ふぁ

御
う

嶽
たき

の大岩を “ キヨウノハナ ”、また、名護市嘉陽集落の東海上に

ある小島を “ きょう ” とも称す）等の名称から、首里城「京の内」は、「神が降臨する聖域」と理

解されると共に「霊力のある聖域」と解されます。

　さらに「京の内」には、絵図や文献などから沖縄の開
かい

闢
びゃく

二
に

神
しん

降臨の御嶽（拝所）とされる、

“ 首
しゅ

里
り

森
むい

御
う

嶽
たき

”・“ 真
ま

玉
だま

森
むい

御
う

嶽
たき

” の二つの御嶽以外に、「京
きょう

の内
うち

之
の

三
み

御
う

嶽
たき

」と称された三つの御嶽が

存在したようです。

　重要文化財指定を受けた資料は、沖縄県教育委員会が 1994 年から 1997 年にかけて実施した

復元整備事業に伴う発掘調査で、京の内北西地点から、火熱を受けた状態で中国陶磁器をはじめ

とする多くの陶磁器類が一括して発見されたものです。文献などから、倉庫跡（3m× 4m）と考

えられています。
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重要文化財指定基準

◎ 考古資料の部

 　 重要文化財

一　土器、石器、木器、骨角牙
が

器、玉その他縄文時代及びそれ以前の遺物で学術的価値の特に高いも
の

二　銅鐸
たく

、銅剣、銅鉾
ほこ

その他弥生時代の遺物で学術的価値の特に高いもの

三　古墳の出土品その他古墳時代の遺物で学術的価値の特に高いもの

四  宮殿、官衙
が

・寺院跡、墓、経塚等の出土品その他飛鳥・奈良時代以後の遺物で学術的価値の特に
高いもの

五  渡来品で我が国の歴史上意義が深く、かつ、学術的価値の特に高いもの

※○ 国宝及び重要文化財指定基準、・（中略）・基準（抄）(昭和 26年 5月 10日文化財保護委員会  告示第
2号 )〔最終改正〕平成 8年 10月 26日文部省告示第 185 号より一部抜粋。

◎ 文化財の種類

・建造物、絵画、工芸品、彫刻、書籍、典籍、古文書、考古資料、歴史資料などの有形の文 化的所産で、

我が国にとって歴史上、芸術上、学術上価値の高いものを総称して有形文化財 と呼んでいます。この

うち、建造物以外のものを総称して「美術工芸品」と呼んでいます。

　 国は有形文化財のうち重要なものを重要文化財に指定し、さらに世界文化の見地から特に 価値の

高いものを国宝に指定して保護しています。

 ※ 首里城「京の内跡」出土の陶磁器等は、「国宝及び重要文化財指定基準」の「考古資料の部」で、国の「重

要文化財」として指定答申を受けたことになります。

文化財

無 形 文 化 財

有 形 文 化 財

民 俗 文 化 財

記 念 物

文 化 的 景 観

伝統的建造物群

文化財の保存技術

埋 蔵 文 化 財

史跡・名勝・天然記念物

（平成 17年 4月１日施行の文化財保護法の一部改正により、「文化的景観」が
新たな文化財として位置付けられた）

建造物

美術工芸品（絵画、工芸品、彫刻、書籍、典籍、
　　　　　　古文書、考古資料、歴史資料）
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重要文化財指定の名称と指定理由

（考古資料の部）

 名称及び員数：沖縄県首里城京の内跡出土陶磁器　　518 点

  附　一、金属製品　　　　　　　一括

  附　一、ガラス玉　　　　　　　一括

 所　有　者： 沖縄県（沖縄県立埋蔵文化財センター保管）

  （庁保美第３の３号平成 12年６月 27日付け「重要文化財の指定について」　　　   
  文化庁次長より沖縄県教育委員会教育長あて通知より作成） 
　　　　　　　　　　　　

 説  明  文：　　 尚氏第一王統時代

　本件は、沖縄県那覇市首里当蔵に所在する首里城内郭の南西部にあたる、京の内跡の建物跡か

ら出土した陶磁器の一括である。

　「京の内」は霊力のある聖域という意味があり、なかに存在した首
しゅ り

里森
むぃ

御
う

嶽
たき

は琉球王国の最高神

女である聞
きこえおおきみ

得大君が神を迎えて、歴代の琉球国王に託宣を下した拝所である。

　この京の内跡の発掘調査は国営沖縄記念公園首里城地区整備事業の一環として、平成６～７年

度に実施され、約 2000 平方メートルが調査された。その結果、この建物は天順３年 (1459) に焼

失したことが判明した。

　出土した陶磁器は、中国産の青磁、白磁、明代の染付を中心に、元代の染付、色絵、褐釉陶・磁器、

瑠璃釉、紅釉など、タイ産の褐釉陶器、ベトナム陶器、日本の備前陶器等で構成されている。こ

れらは概ね 14世紀中頃から 15世紀中葉のものである。なかでも紅釉水注は、北京の故宮博物院

に２点と景徳鎮窯跡出土の破片１点が確認されているのみである。また、元染付の合子は遺存す

る部分は少ないが、きわめて貴重な出土例である。

　また、中国産の陶磁器を中心に、タイ、ベトナム、日本などアジアの主要な陶磁器の生産地か

ら交易によって集められたものが出土している。

　琉球王国は首里城正殿前につられていた「万国津梁鐘」の銘文に「船舶を諸国と結ぶ小橋とす

ることによって異国の宝物類が国中に充満する」( 訳文の趣旨 ) とあるように、中継貿易で栄えた

琉球王国の繁栄ぶりを如実に示す貴重な一括資料である。

　なおこの建物跡からは、兜鉢、小札、鎖帷子、釘、鍔等の金属製品、火災の際に溶着したガラ

ス小玉塊が出土しており、あわせて保存を図りたい。

（文化庁文化財保護部監修『月刊文化財』平成 12年６月号より抜粋）

※ 官報告示：平成 12年６月 27日付け文部省告示第 120号

※ 文化財保護法（昭和 25年法律第 214 号）第 27条第１項の規定により、平成 12年６月 27日付けで重
要文化財に指定。
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重要文化財　考古資料の部

　指定名称及び員数：沖縄県首里城京の内跡出土陶磁器　　　518 点

附
つけたり

　一、金属製品　　　　　　　　　一括

附
つけたり

　一、ガラス玉　　　　　　　　　一括

重要文化財 陶磁器内訳

 種　　類                器 種：点 数  器 種：点 数  器 種：点 数 

青
せい

　磁
じ

（289 点）                          

碗
わん

     1 0 3 皿
さら

  　  1 1 7 盤
ばん

   　　 32

壺
つぼ

   　   20 大
おお

花
か

瓶
びん

     2 馬
ば

上
じょう

杯
はい

 　1 

水
すい

注
ちゅう

   　 3  瓶
びん

  　    　5 香
こう

炉
ろ

  　  　3

水
すい

滴
てき

       1 花
か

盆
ぼん

台
だい

  　 1 大
おお

鉢
ばち

  　  　1

白
はく

　磁
じ

（33点）
碗   　  14 皿  　    11 杯

はい

　　     2 

水 注     　1 壺    　    1 瓶  　　     4

元
げん

染
そめ

付
つけ

（2点） 馬 上 杯     1 大
おお

合
ごう

子
す

     1               

明
みん

染
そめ

付
つけ

（58 点） 
碗       32 皿      　  4 杯 　 　  　3

鉢 　  　   1 瓶  　　　14 壺   　   　4

色
いろ

　絵
え

（3点） 碗   　   　2 皿   　   　1               

紅
こう

　釉
ゆ

（１点） 水 注 　　1                             

瑠
る

璃
り

釉
ゆ

（2点） 碗   　   　1 瓶 　 　　  1               

褐
かつ

釉
ゆ

磁
じ

器
き

（1点）  碗    　   1                             

褐
かつ

釉
ゆ

陶
とう

器
き

（35 点）

壺 　　　30 水 注  　   1 鉢  　 　 　1

壺 蓋
ふた

      　1 特殊壺   　1               

蓋
ふた

  　  　　1                             

白
はく

釉
ゆ

陶
とう

器
き

（3点） 壺      　　2 水 注　　　1               

タイ産
さん

褐
かつ

釉
ゆ

陶
とう

器
き

（55 点）  壺  　  　55                             

タイ産
さん

半
はん

練
ねら

土
ど

器
き

（22点）  蓋  　  　18 壺      　  4               

ベトナム陶器（3点） 瓶      　　1 水 注   　　2               

備前ほか（本土産）（6点） 擂
すり

鉢
ばち

    　　1 甕
かめ

　  　　3 壺     　  2 

瓦質土器（沖縄産）（5点） 蓋   　 　　5                             

                     合　計　　　518点                                  
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せい か りゅうもんこうそくはい

14 世紀後半：元代末明代初
口径 14.2cm
器高 11.8cm
底径 4.7cm

【主な文様】
　外面＝龍
　内面＝型起こしの三爪龍
　内底面＝檜扇花文

せい か ぼ たんからくさもんめいびん

15 世紀：明代
口径 5.5cm
器高 35.2cm
底径 12.3cm

【主な文様】
　口縁＝亀甲繋ぎ文
　肩・胴下部＝ラマ式蓮弁文
　胴部＝牡丹唐草文

せい か ぼ たんからくさもんめいびんふた

15 世紀：明代
口径 9.0cm
器高 8.4cm

【主な文様】
　蓋甲＝如意頭文
　胴部＝唐草文
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せい か うんどう て もんびん

15 世紀：明代
【主な文様】
　頸部＝梅月文
　胴部＝雲堂手文　

せい か ほうそう げ からくさもんわん

15 世紀：明代
口径 14.4cm
器高 7.1cm
底径 5.9cm

【主な文様】
　外面胴部＝宝相華唐草文
　内面口縁＝四方襷文　

せい か まつうめじゅもんそう じ か びん

15 世紀：明代
口径 14.0cm
器高 41.4cm
底径 12.8cm

【主な文様】
　口縁＝如意繋ぎ雲文
　頸部＝芭蕉文・獅子・蓮弁文　
　胴部＝松・梅　
　胴下部＝青海波文
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せい か うんどう て もんびん

15 世紀：明代
口径 6.5cm

【主な文様】
　口縁～頸部＝芭蕉文
　頸部下部＝宝相華唐草文　

せい か はっぽうもんおおごう す

14 世紀：元代
身・蓋のサイズ
口径 30.4cm
器高 18.3cm
底径 22.2cm

【主な文様】
　蓋甲＝人物・波濤文・ラマ式蓮弁文
　　　   ・八宝文・菊唐草文
　身＝菊唐草文・ラマ式蓮弁文

せい か ぼ たんからくさもんつぼ

15 世紀：明代
口径 22.6cm
器高 37.3cm
底径 20.9cm

【主な文様】
　口縁＝波濤文
　肩部・胴下部＝ラマ式蓮弁文
　胴部＝牡丹唐草文

せい か ぼ たんからくさもんつぼ ふた

15 世紀：明代
縁直径 26.0cm
内径 17.4cm

【主な文様】
　蓋＝捻花文・如意頭雲文
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せい か き りんもんざら

15 世紀：明代
口径 20.8cm
器高 4.8cm
底径 12.2cm

【主な文様】
　外面＝宝相華唐草文
　口縁内面＝四方襷文
　内底面＝麒麟文

せい か き りんもんざら

15 世紀：明代
口径 20.0cm
器高 4.4cm
底径 12.1cm

【主な文様】
　外面＝宝相華唐草文
　口縁内面＝四方襷文
　内底面＝麒麟文・松・火焔宝珠文

せい か うんどう て もんわん

15 世紀：明代
口径 15.4cm
器高 7.4cm
底径 5.4cm

【主な文様】
　外面口縁＝雷文
　外面胴部＝雲堂手文
　内面口縁＝梵字文？
　内底面＝霊芝雲文

せい か うんどう て もんわん

15 世紀：明代
口径 15.4cm
器高 7.5cm
底径 5.6cm

【主な文様】
　外面口縁＝雷文
　外面胴部＝雲堂手文
　内面口縁＝梵字文？
　内底面＝霊芝雲文
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せい か にょ い がしらもんわん

15 世紀：明代
口径 12.6cm

【主な文様】
　外面口縁＝雷文
　胴部＝如意頭繋ぎ文
　内面口縁＝パスパ文字？ せい か うんどう て もんびん

15 世紀：明代
口径 6.5cm

【主な文様】
口縁～頸部＝芭蕉文
頸部下部＝雷文
胴部上部＝雲文・宝相華唐草文

せい か うんどう て もんびん

15 世紀：明代
底径 8.6cm

【主な文様】
　頸部＝唐草文
　胴部＝雲堂手文・人物
　胴下部＝雲文

せい か ぼ たんからくさもん ふく じ めいわん

せい か からくさもんびん

15 世紀：明代
【主な文様】
　頸上部＝芭蕉文
　頸部＝パスパ文字？
　頸下部＝唐草文

15世紀：明代
口径 12.0cm
器高 6.3cm
底径 5.4cm

【主な文様】
　外面胴部＝牡丹唐草文
　内底面＝「福」字文
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《 23 頁》

《 10 頁８，22頁》

《 10 頁８》

内底面
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《 10 頁 7，22頁》

《９頁４，24頁》

《８頁１》

内底面
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《 23 頁》

《９頁５，22頁，23頁》

《 10 頁６，24頁》

《９頁４，24頁》
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《８頁１，24頁》

《 24 頁》
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《 11 頁 10 》

《 9 頁５ 》

《 24 頁》
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《 12 頁 13 》



20

  

 

《 12 頁 14 》

《 9 頁 5 》
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《 12 頁 15 》

《 10 頁 7 》
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　睡蓮と蓮は混同しがちですが、両者は幾つかの点で見分けることができます。
葉の形 葉の状態 花の位置 地下茎

睡
すい

蓮
れん

切込みあり
水面に浮く
（浮き葉）

撥水性なし 水面近く

蓮
はす

切込みなし
水面から立ち上
がる（立ち葉）

撥水性
（水玉ができる）

水面から高い位置
レンコン
（食用）

　生物学的な分類はどちらも双子葉植物のスイレン目に属しますが、ハス科とスイレン科に分かれます。ス

イレン科の方がハス科よりも原始的といわれています。

　スイレンの仲間では南米原産の人を乗せることができるほどの大きな葉を持つ「オオオニバス」が有名で

す。一方ハスは、レンゲ（蓮花）とも呼ばれ原産地はインド亜大陸で、長期間発芽能力を維持することが知

られています。

見
分
け
方

　一般に菊は栽培品種を指しま

すが、野生種は国内に 350 種

ほどが知られています。キク科

の特徴は花が舌状花とよばれる

小さな花が複数集合した１つの

花に見えることです。沖縄の海

岸にはイソノギクや希少種のオ

キナワギクなどが自生していま

す。他の地域から人が持ち込ん

だものにシロノセングサやヒメジ

オンなどがあります。

　　　　      　 　　　　　

　日本では長寿を表す縁起の良い植物とされ、松竹梅に

代表されます。

　葉のタイプから五葉マツ類と二葉マツに分類さ

れ、二葉マツ類にはアカマツ (P.densifl ora)、クロマツ
(P.thunbergii)、リュウキュウマツ (P.luchuensis) が自生し
てます。

　リュウキュウマツは沖縄諸島と奄美諸島を含む中琉球

と先島地方（南琉球）の固有種で世界でこの地域にしか

分布していません。

睡蓮 (Nynmphaeaceae) の花　       蓮 (Nelumbonaceae) の花

《 10 頁８，14頁（1） 》

《 10 頁７，15頁（4） 》

《 ９頁５，11頁 10，16 頁（1） 》

ジシバリ イソノギク
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    竹とはイネ科タケ亜科に属する多年生草本で大型のものを「タケ」、

小型のものを「笹」とよび竹皮が前者では生育後落下し、後者は着生し

たままになります。国内には

マダケ、モウソウチクなどが

生育しその殆どが帰化植物と

考えられています。沖縄では

山頂付近の涼しい場所にリュ

ウキュウチクが分布していま

す。他に林内の下草としてエ

ダウチチジミザサなどが分布

しています。

　学名は Prunus mumeで、バラ科サクラ属に属し原産は中国の長江流
域です。８世紀半ば頃に日本に移入されたようです。

　２月～４月頃に花をつけ、300 品種ほどが存在します。

　沖縄には在来のウメは分布せず、隆起珊瑚礁などに梅花に似た花を

つけるテンノウメが分布しますが、こちらはバラ科テンノウメ属に属

します。

　ワカメ形の葉を持つ藻類は県内ではアカヒルモやリュウスウスガモ、アマモなどが分布しています。これ

らは遠浅の砂泥地に自生するものが多く、小魚の生育場所や貝類などの分布として重要です。

《 9 頁５，16頁（1） 》

《 9 頁５，16頁（1） 》

《 16 頁（3） 》
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  陶磁器類の文様の中で唐草文様は数多く描かれています。これら

の文様で県内に自生する葉の形状が近い種はノアサガオなどがあ

ります。他のつる性の植物としてはヘビイチゴ、ヤブガラシなど

が分布しています。

  学名は Musa liukiuensis Mak で、  
沖縄諸島および奄美諸島に分布

し、沖縄が原産地となっていま

す。栽培されているバナナの原種

の１つで、最も耐寒性がある種といわれています。バナナに似た大型の草

本ですが、実は生食できません。偽茎から繊維が大量にとれることで知ら

れ、芭蕉布の原料として活用されています。その他の利用法として、茎の

しぼり汁を熱さましに、茎葉や地下部を利尿に、生葉汁を止血に塗布した

り、胃痙攣、腹痛、膀胱炎、下痢、赤痢、水虫、フィラリア症、火傷に薬

効があるとされています。 

　学名は Cervus nippon keramaeで、慶良間諸島にのみ生息
しています。日本国内に生息する鹿の仲間では小型の部類

に入り、琉球王国時代の冊封使の宴席に供する等のために、

今から約 350 年前の琉球王国時代に薩摩から移入されまし

た。移入後は島の環境に適応し、九州産のニホンシカより

も小型となっています。（国指定天然記念物）

（龍の角のモデルは鹿の角とされている）

 　学名は Pavo cristatusで、インドおよびスリランカに分布
しています。

　一夫多妻で、上尾筒（尾のように見 える長い羽）の先端

までの体長は 200cmにも達します。

　近年、県内では人為的な持ち込みにより個体数を増やし、

小型動物に悪影響を与えています。

　「サンゴ」は刺胞動物のうち石灰質の骨格を形成するいく

つかのグループの総称で、狭義にはサンゴ礁を形成するイ

シサンゴ類を指し、六放サンゴに属します。

  イシサンゴ類はミドリイシ類（写真）が代表的ですが、宝

石に使用する「宝石珊瑚」は八放サンゴと呼ばれるグルー

プになります。文様にデザインされているのは宝石珊瑚が

相当と考えられます。

《 8 頁２，９頁４，10頁 8，15頁（6），16頁（4） 》

《 10 頁６，16頁（2） 》

《 17 頁（1） 》

《 17 頁３ 》

《 18 頁 5 》
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